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　博士論文の要旨

　本論文は「昇華型熱転写プリンタ用サーマルヘッド接触解析に基づく最適設計」と題して5章から構成
されている．

　第1章「緒論」では，本論文の最終的な目的である，昇華型熱転写プリンタのサーマルヘッドの加圧力

評価と最適設置位置について，その現状と問題点について論述している．昇華型熱転写プリンタは，レー

ザプリンタやインクジェットプリンタに比べて小型化の点で有利であり，i携帯用途のモバイルプリンタと

して有望である．携帯の利便性を高めるために，長時間にわたるバッテリ駆動が求められている．そのた

めに有効な対策は，駆動部摩擦抵抗の低減と，サーマルヘッドの消費電力の低減である．言い換えれば，

サーマルヘッドに加える加圧力を低減し，サーマルヘッドの発熱体を接触圧力分布の最も高い位置へ設置

することが必要となる．本論文では，接触をキーテクノロジーとして，加圧力の最適化と発熱体設置場所

の最適化の問題を取り扱ったものである．以上第1章では，本研究の背景と目的および，構成について述
べている．

　第2章「真実接触面積に基づくサーマルヘッドの最適加圧力評価」では，サーマルヘッドに加える加圧

力の最適化について，印刷用紙の真実接触面積を基にした評価方法を提案した．昇華型熱転写プリンタで

印刷を行うためには，サーマルヘッドに適度な加圧力を与えて，印刷用紙とインクリボンを全接触幅にわ

たって確実に接触させる必要がある．しかし，加圧力を高くすると印刷用紙を搬送するためのプラテンゴ

ムローラに生じる摩擦抵抗が大きくなり，結果的に余分な電力を消費することになる．加圧力を低くする

とカスレと呼ばれる印刷不良が生じる．したがって，カスレが生じない程度に加圧力を低く設定すること

が望まれるが，現状では試行錯誤を繰り返して最適加圧力を決めており，数値的に評価できる方法の開発

が望まれている．本章では，はじめに印刷用紙の真実接触面積を測定した．次に，熱傾斜試験機を用いて

印刷濃度と荷重の関係を求めた．これらの結果より，真実接触面積と印刷濃度の関係を調べ，80％以上の

真実接触面積を与える加圧力では，印刷濃度が飽和することを明らかにした．さらに，サーマルヘッドと

印刷用紙の接触問題を弾性接触解析することにより，それらの間の接触圧力分布を求めた．また，熱傾斜

試験の結果より，高品質の印刷には1MPa以上の接触圧力が必要ということが分かっているので，　FE
M解析と比較することで印刷に最適な加圧力を明らかにしている．本章の結果は，使用する印刷用紙の真
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